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いつまでも
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共創団体 福山市PTA連合会 渋谷和正さん

■生きあたりばったり
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共創団体 社会福祉法人祥和会 地域密着型特別養護老人ホーム

五本松の家



2つの共創の概念図

いつまでも
社会とのつながりを
～社会とコミュニケーション～

子どもによるICT教室
プロジェクト

ICTを活用し、地域高齢者と子供
たちのつながりを促進。高齢者の
デジタルリテラシー向上へ。

生きあたりばったり
プロジェクト

要介護状態になっても、
メディアを通じて社会に発信！



「生きあたりばったり」ラジオ番組制作放送プロジェクト

介護を受けるようになっても発信できないか？

声なき声を届ける「場づくり」

社会参加による認知症状の緩和

高齢者施設へのイメージを改善したい

介護が必要になっても楽しめることがある

ラジオ番組で社会に発信してみよう！！



「生きあたりばったり」ラジオ番組制作放送プロジェクト

施設利用者さんやその周りの方々に

インタビュー形式で会話してもらったり

日常や得意なことを披露してもらう。

第一弾として、FMふくやまの番組内で、

五本松の家の利用者にお話ししていただく

番組の制作放送を重ねていく先には・・

施設を利用している皆さんに、非日常の体験や

社会・他者との繋がりを意識してもらえるのでは・・

番組企画の概要



「生きあたりばったり」ラジオ番組制作放送プロジェクト



当初はICT知識のあ
る人が高齢者教える
形を考えていた

よくある教室と同じで
あまり面白くないかな

子どもとつなげた

ら地域交流ができるの

では？共創により課

題も解決するも・・・

地域交流を行いながらデジタルディバ

イト解消できるWin×Win！！

子どもの言うことなら興味がなくても
素直に聞いてくれるかも・・（期待）

子どもによるICT教室プロジェクト



さらに・・コロナ禍で変わる社会

子どもによるICT教室プロジェクト

・教育、医療診療、コミュニケーションのオンライン化

・対面での地域交流行事の減少

オフラインだった事が⇒オンラインに置き換わる

デジタル社会へ加速していく・・

孤立する危険も・・



・町内のつながりが薄くなっている。
（地域の希薄化）
・個人情報の壁で、町内で悩んでいる家庭・
子どもを見ることがむずかしくなってきてい
ると感じている

・デジタルディバイト問題を解消したい

・ICT活用で高齢・病気になっても社会とつなが
れる気がする・・

・多世代で気軽に地域交流できる場を作りたい

多世代・
地域

子ども・
地域

課題解決に向けて共創へ

子どもによるICT教室プロジェクト

2022年度からプロェクトを開始予定！



子どもによるICT教室プロジェクト

五本松の家では、近隣小学生の
「総合的な学習（探求学習）」の一環
として、施設高齢者と小学生の交流を
積極的に実施してきた

左写真は入居者が小学生に
戦争体験を語っている様子



共通の課題を通し再び共創へ

「子どもによるICT教室」 「生き当たりばったり」

地域活性化

多世代交流
認知症・

高齢者の理解
介護の
イメージ
転換

デジタルを活用したつながり 要介護者がラジオを通じて発信

子ども・
地域

繋がる

２つの取り組みを通じて

社会参加への復帰・きっかけづくり

社会とコミュニケーションできる

記憶の継承

高齢者の
社会参加

高齢者の
社会参加



デジタルディバイト解消から共創を
重ねていくことで社会参加への取り
組みへと広がっていきました。繋が
ることが課題解決への一歩ではない
でしょうか。

まとめ



ご清聴ありがとうございました。

ほかにもアイデア・アドバイスがあれば

お願いします。



「生きあたりばったり」ラジオ番組制作放送プロジェクト


